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自閉症児童生徒の国語コミュニケーション能力を高める

指導法と配慮事項

竹長吉正*
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ここでいう「自閉症児童生徒jとは、高機

能自閉症 (AtypicalAutism， Atypical Autistic 

Disorder)・アスペルガー症候群 (Asperger's

Disorder)の児童生徒のことである。高機能自

閉症 ・アスペルガー症候群は「軽度発達障害」

(知的発達の遅れを伴わない発達障害)と して

一括されることがある(杭1)0 [1陸度発達障害」

には、「高機能自閉症J[アスペルガー症候群」
のほかに「学習障害J(LD)、「注意欠陥 ・多動
性障害J(ADHD)が含まれる。また、「高機能

意力を維持しにくい、時間感覚がずれている、

様々な情報をまとめるのが苦手。

高機能自閉症:知的発達の遅れのない自閉症。

①他人とかかわらない。②コミュニケーション

がとれない。③興味が限られ、同じことを繰り

返す。

アスペルガー症候群 (Asperger'sDisorder) 

:知的発達もコミュニケーションの遅れもない。

対人関係以外ではある程度の適応能力を持って

いる。高機能自閉症よりも適応能力はあるが、

対人関係において適応性を欠く。

自閉症」と「アスペルガー症候群Jはまとめて、 「軽度発達障害の子どもjについては日本及

「高機能広 汎性 発達障害J(Pervasive び世界の研究者によって定義が異なり、まだ硲
Developmen tal Disorder) と呼ばれることがあ 定していない部分が多い。

る。 LD(学習障害)については、 平成11年 (1999)

以下、「軽度発達障害」の分類とそれらの特 7月に行われた文部科学省 ・調査研究協力者会

性を示すと次のようになる (iJ2)。 議(正式名称「学習障害及びこれに類似する学

LD (教育用語LearningDisability、医学用語

Learning Disorder) 知的発達に遅れはないが、

聞く ・話す ・読む ・書く・計算する又は推論す

る能力のうち特定のものの習得と使用に著しい

困難を示す状態。

ADHD (Attention -Deficit / Hyperactivity 

Disorder) 多動性・不注意・衝動性がある、注
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習上の困難を有する児童生徒の指導方法に関す

る調査研究協力者会議J)の最終報告の中で定

義された。「基本的には全般的な知的発達に遅

れはないが、聞く、話す、読む、 書く、計算す

る又は推論する能力のうち特定のものの習得と

使用に著しい困難を示す様々な状態を指すもの

である。その原因として、 仁1"枢ネ111経系に何らか

の機能障害があると推定されるが、視覚障害、

聴覚障害、知的障害、情緒障害などの障害や、

環境的な要因が直接の原因となるものではな



い。」これがその定義である。

平成14年 (2002) 2 -3月に行われた「通常

の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とす

る児童生徒に関する全国実態調査J(文部科学
省)によると、知的発達に遅れはないものの学

習面や行動面に著しい困難を示す児童生徒の割

合は6.3%であった。30入学級であれば1.89人、

40入学級であれば2.52人が特別な支援を必要と

しているという計ー算になる。つまり 1学級につ

き1-3人の割合で特別支援を必要としている

児童生徒が存在する ということになる。

そこで本稿ではこうした彼ら、及び彼らに近

い存在の子どもに対して、どのようなコミュニ

ケーションの教育を行なうかについて考察する。

それはまた、軽度発達障害の子どもの指導のみ

に限定されない問題についての示唆を与えるこ

とになるだろう。
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まず、 学生が教育実習や介護体験実習で見聞

してきたことから紹介しよう (i13)。

事例1 夜、が行ったのは、とある養護学校であ

った。私の配属されたクラスには、 一見健常児

と変わらない児童、学習は遅れているがおとな

しく真面白な児童、集中力がなく 言語がままな

らない児童、学校にめったに来ず来れば感情的

で衝動性が強く周りとの協調性のない児童など

様々な児童がいた。その中で私は、 一見健常児

となんら変わりのない児童に注目した。その児

童は学習に遅れはなく、 言葉は少したどたどし

いが会話もできる。しかし、自分のベースを誰

かに邪魔されると感情が高ぶり、邪魔した相手

に対して感情的になってしまう。(TA)

事例2 授業参観のある日のこと、 A君は友だ

ちのB君のお母さんを見つけ、近づいた。そし

ていきなり、 IB君は太りすぎです。おうちで
の食事について気をつけてください。」と言っ

た。B君のお母さんはむっとしたが、 A君は平

気な顔を して向こうへ行ってしまった。(KY)

事例3 人の目を見て話すことができない子ど

もがいた。そこで、先生はその子と約束をした。

人と話すときはしっかり人の目を見て話しまし

ょう。それから、その子は人の目を見て話すの

だが、どうも凝視するといった感じなのである。

先生は困っていた。(YY)

事例4 私がある子どもに、「この本、どうだ

った?Jと聞きました。その子は、何も答えて
くれませんでした。また、その子は友だちが大

声で話していると、不安そうでびくびくしてい

ました。「どうしたの?Jと尋ねても何も言っ
てくれませんでした。(SK)

事例5 授業が始まっても席に着かないで遊ん

でいる子どもがいました。夜、はその子に rA君、
今、何をする時間ですかりと言いました。し

かし、 A君は「今は遊ぶ時間です。」と答えて

遊んで、いました。私は rA君、今は授業時間で
すよ。席に着きましょう。Jと言いました。そ
して、 言葉だけでなく、手を動かして席へ着く

ようにf足しました。「わかりました。JA君はそ
う答えて席に着きました。(HN)

事例6 先生にプリント用紙(答えを記入した

ワークシート・プリント)を見せようとして数

人の子どもが並んでいました。そこへ一人の子

どもが割り込んで入りました。他の子どもはい

やな顔をしているのに、その子は平気な顔をし

ていました。(IT)

事例 1の子どもは自閉症というよりADHD

の障害を持っているようである。こうした子ど

もに対しては、刺激の調節や、行動のコントロ

ールを工夫する必要がある。言葉ーで自分の意思

や感情をうまく伝えられなわようなので、やは

り、コミュニケーションの問題もある。「気持

ちカード」を作っておく 。「ばくはつしそう」

「とてもうれしいJrひとりでやらせてJrしず
かにしておいてください」など、自分の気持を

周りの人に知らせるカードを作っておく 。文字

だけでなく、絵やイラス トの入ったものもある
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と好い。

そのことによって、パニックを起こしてけん

かになるなどの事態を回避することができる。

また、どうしても気持ちが抑えられないときは、

別室の「避難場所」に行けるよう環境づくりを

しておく。

事例2の子どもは、その場に応じた言葉の使

い方ができなかったのである。その言葉を言わ

れた当人がどんな気持ちがするかが思いやれな

いのである。「太っているJrはげているJr臭
い」など人の嫌がることを平気で、言ったりする。

この場合は、例えば次のような形で指導する。

まず、 B君のお母さんに「こんにちは」とあい

さつをする。次に、「ぼくはB君の友だちの0

0です。jと自分の紹介をする。それから、「太

りすぎです」云々は、この場合言わなくていい

と指導する。言われたお母さんはどんな気持ち

がするだろうかと、 B君のお母さんに対する正

しい対応、 ふさわしい対応というものについて

教える。これを、絵カードを用いて具体的に示

すと効果的である。1枚目のカードにはA君が

B君のお母さんにお辞儀をしている絵を拙lき、

A君から出す言葉を吹き出しにしておく 。2枚

目のカー ドにはA君が自己紹介をしている絵を

描き、吹き出しに言葉を入れて実演させる。こ

れを繰り返すことでA君は対人関係における言

葉遣いの適切さを理解していく 。これはつまり、

他者の気持ちを想像することが難しいからだと

もいえる。

事例3の子どもは、「目を見る」を凝視する

ことだと理解した。こうした例は他にも幾っか

ある。例えば、学校から帰るとき、担任の先生

から「帰り道には気をつけて、まっすぐ帰るの

よ。」と言われたことに対し、「家までには曲が

り角が幾っかあるから、まっすぐには帰れない

な。」と考える。これは発達障害の子どもに限

らず、われわれにもよくある勘違いと紙一重で

ある。例えば、 「ここまでどうやってき ました

か?Jと質問されて、あれこれくどくどと説明
したりする。相手は交通手段を聞いている(パ

スか電車か?)のに、乗り換えのことや電車の

中の出来事まで詳しく話し出す。聞いている人

はあきれて、これはどうもおかしいなと感じる。

落語か笑い話に出てくるような話題だが、こう

したディス ・コミュニケーションが問題となる

のである。こうした通じ合いの不通を防ぐには、

聞くほうがいろいろと教える必要がある。例え

ば、「人の目を見て話す」ということは相手の

目を続視する(じっとみつめる)ことでなく、

「顔のここらへんを見て話しなさい」というこ

となのだと実際に示して教える。また、「まっ

すぐ帰る」というのは「寄り道をしないで家に

帰ること」だと教える。こうした子どもに対し

ては、「ま っすぐ帰る」などと言わずに「寄り

道しないで帰りなさい」と言ったほうが間違い

が起こらなくてすむという考え方もある。しか

し、こうした言いかえをするのと同時に、 言葉

にはいろんな意味があるのだということも教え

たい。そして、語葉を豊かにしていく、知って

いる言葉の意味を広げていくことを彼らに促し

たいものである。

事例4の子どもは、あいまいな言い方や意味

が幾っかある言葉にはなにをどう答えたらいい

のかがわからない。「この本どうだった?Jで
なく、「この本、面白かった?Jと聞いたら答
えたかもしれない。また、大きい音がしたこと

で、「どうしたの ?Jでなく、「耳ざわりなの
? J r頭がいたいの?J r気分が悪いの?Jなど
と具体的に聞いたら答えたかもしれない。しか

も、それをできるだけ穏やかに訊くことが大切

である。なぜなら、発達障害の子どもはデリケ

ートだから、大きい声で話しかけられる と怒ら

れているのかと，思って恐くなってしまい、何を

聞かれているのかがわからなくなってしまうか

らである。また、その不安やおびえた状態が表

情として現れない子どもも中にはいるが、彼ら

の心の中は恐怖や不安に満ちている。そのこと

をわきまえておく必要がある。

事例5は、 言葉だけではメッセージが伝わら

ないことを物語っている。我々は普通、人と人
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とのコミュニケーションにおいて言葉だけでな

く、相手の目や、表情 ・仕草を捉えて相手の意

思や感情を読み取っている。しかし、軽度発達

障害の子どもは相手の目や、表情 ・仕草から相

手の意思や感情を読み取ることが苦手である。

だから、ともすると、 言葉だけで物事を理解し

てしまう。そこで、様々な行き違いを生じさせ

てしまう。そのような場合、教師はできるだけ

はっきりと言葉で伝えることが大切である。ま

た、 言葉の伝達性の限界を補う上で、動作を入

れたり視覚的要素(イラス ト・ 写真 ・映像な

ど)を用いたり してメッセージをなるべく正確

に伝える必要がある。

事例6の子どもは、特に発達障害の子ども と

特定することはできない。しかし、 ADHDの

子どもなどによく見られる行動である。社会的

なルールを無視して行動し、 他の子どもたちか

ら嫌われている。こうした子どもに対しては、

ソーシャルスキルトレーニング品会カードという

ものを使用して指導に当たるとよい。例えば、

先生にプリント用紙を見せるために子どもたち

が五人、 一列に並んでいる。そこへ後から来た

子どもが割り込もうとしている。それを見たほ

かの子どもが怒っているという絵である。この

絵を見せて、状況を説明させたり、感じたこと

を話させたりする。絵に登場している人物のそ

れぞれの気持ちについて考えさせたりする。こ

うして、場面に応じてどのような行動を取るべ

きかを理解させ、人の気持ちを汲み取る力を養

う。社会への適応性を身につけさせるのである。

このように見てくると、発達障害の子どもに

必要なことは、いろいろあるが、まず指導者と

しては彼らの特性をよく理解することである。

ここで問題としている自閉症児童生徒の場合、

4つにまとめることができる。

1.他の人と一緒に過ごそうとしなかったり、

一人でいることを好む傾向がある。他人と

関わることを嫌う傾向がある。自分から他

の人に近づこうと しない。いわゆる、引っ

込み思案である。

2.相手から誘ってくれれば受け入れる。ま

た、人に対する興味が強く 、余りよく知ら

ない人であっても、自分の興味 ・関心があ

ることであればしつこく質問して、相手を

困らせたりする。

3.自分の関心・ 興味のあることばかりをし

ゃべり、相手の話を聞こうとしない。

4.その場の状況を理解したり、相手の気持

ちを想像したり感じたりすることが苦手で

ある。

これらは独立して見出される特性であるのみ

ならず、また、他方、複雑に絡み合って見出さ

れる特性である。しかし、これらの特性は要す

るに、 一言でいえば、他者と関わる|捺のコミュ

ニケーションがうまくできないということであ

る。それは、 一つには他者と積極的に関わろう

とする意欲が乏しいということ。しかし、また

一つには、積極的に関わろうとする意欲があっ

ても、その意欲が自己本位であったり、相手を

無視したりするようなところがあるということ。

相手の状況や気持ちを想像したり感じたりする

ことができないから、コミュニケーションは一

方通行であったりして不完全なものとなってし

まう。そして、そうした特徴は、後天的なもの

であったり性格的なものであったりという、教

育や医学の力によって矯正や完治が可能なもの

であるかというと、どうもその可能性は今日に

おいて不透明(予測不可能)というところに難

しさがある。そしてもう一つ重要な特性を付言

すれば、それは言葉そのものだけで物事を理解

してしまうということである。人と人とのコミ

ュニケーションにおいて言葉が重要な役割を来

たすのは自明のことである。しかし、 言葉だけ

に注目 していると相手の気持ちゃ感情を誤解し

てしまうことがある。例えば、「馬鹿じゃない

のりという言葉を、 真に受けて怒ってしまう。

言った本人は軽い冗談のつもりが、その冗談が



伝わらない。相手の表情や仕草に注目してその

心を読み取ることができないのである。

こうした子どもは、発達障害といわれる子ど

ものほかにも多数存在し、その数は近年ますま

す増え続けている。そこで、健常児も含めたコ

ミュニケーション指導が問題となる。発達障害

の児童生徒に対して行われている指導法の中に、

健常児を含めたコミュニケーション指導に有効

なものがありはしないだろうか。私はその点に

注目している。

3 

コミュニケーション指導の方法でまず有効な

のは、絵カードや紙芝居を用いたりして学習者

の視覚に訴えるものである(it4 )。言葉だけでは

どうしても相手に伝わりにくいことを視覚的要

素(イラス ト・ 写真・映像など)を加えること

で相手に理解しやすくするのである。これは発

達障害の児童生徒のみならず、映像文化時代に

育った近年の子どもには実に有効である。

他に、劇化というのがある。ロールプレイ

(役割劇)というもので、それぞれの役を演じ

ることで周りの状況や他の人物の気持ちを推し

量ることができる。これは想像力を働かせるた

めのよい学習活動である。

さらに、ソーシャルスキルトレーニング絵カ

ードというものがあり、これを活用して社会性

に直結したスキル(技術)を習得させようとす

る。これは、ルール(約束事)を意識化させる

という点で意義がある。いわゆる「しつけ」的

な指導であるが、家庭や地域社会における「し

つけ」的な教育力が低下した今日であるがゆえ

に、こうした指導はますます必要になってきて

いる。

また、会話・対話の指導においては、 一つな

がりの話の流れ(JII員番)を書いた全体進行表と

部分ごとのカードを用意し、それらを!II買次示し

ながら、どんな話の流れになっているのかと全

体の流れと部分の位置をつかみながら、会話・
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対話を続けていけるようにする。

コミュニケーションを実りあるものにし、ま

た、より豊かなものにするためには、「話して

は聞き、聞いては話す」といった、双方向型の

伝え合いという理念を学習者に判らせる必要が

ある。その理念を理屈や・説明でなく、具体的

な学習活動を通して理解・納得させていくこと

が大切である。

さらに、コミュニケーションを豊かに、かっ、

生産的なものにするためには、当事者同士の言

葉の量を増やし、話題を豊かにする必要がある。

それは普段から、語業(理解語集と表現語義)

を増やす指導に取り組み、また、読書指導に取

り組むことで可能となる。

最後に、コミュニケーションの楽しさに気づ

かせること。これは教師の絶えず配慮しなけれ

ばならないことである。子どもたちが成就感・

達成感を感じるような学習活動を仕組むことが

大切である。そして、その学習活動を見守る教

師は、「一ーしたほうがいいよ。JI・・・…すると
いいね。」といったような肯定的な言葉掛けを

していく必要がある。「…ー してはいけない

よ。」というような言葉掛けは しないほうがい

しミ。

また、「がんばればできるよ。」という抽象的

な励ま しの言葉は避けて、具体的にどうすると

いいのかを示すこと。

「みんなはちゃんとできているのになあ。Jと
いう、他の子どもと比べるような言い方はしな

U 、。
「いつかできるよ。」という、余り根拠のない

言い方はしない。無責任な、あきらめの言葉と

して受け取られることがある。

教師の否定的な言葉や、無責任な言い方が、

無意識のうちに子どもを迷わせたり、落胆させ

たりする。教師と子どもたちとのコミュニケー

ションにおいて気をつけたいことである。

ところで、特別支援学校で日々、発達障害の

子どもの指導に当たっている教師の言葉に耳を

傾けてみよう。その人は次のように述べている。



一番恐れることは、しつけがなっていない、

わがままな子だと思われて友だちにも教師にも

理解されず、 二次的な障害ができてしまうこと

です。子どもが大人になり社会に出て一番大切

なことは、人と円滑なコミュニケーションがと

れること、人とうまくやっていけることだと考

えます。学習や知識の面は様々な補助手段でど

うにかなりますが、コミュニケーションの面は

成長してからの獲得が大変難しいのです。子ど

もと向き合うとき、いかに早くその子の抱えて

いるコミュニケーションの問題を見つけ、適切

な支援と対応をすることができるかが、その子

の将来へ向けての重要なポイントになると考え

ています(甘5)。

また、この教師は八歳の重複障害児(水頭症

と知的障害を持つ子)の指導経験から、次のよ

うに述べている。

この子は人と関わることが大好きで、機嫌の

よい時は笑顔で関わろうとします。 しかし、イ

ライラした時や人の気を引きたいH寺、相手をた

たいたり大声を出したりします。そこで、「相

手をたたくJや「大声を出す」が相手にとって
「楽しい刺激」にはならないことをわからせる

ようにしました。 しかる時は短く簡潔に言い、

相手の気を引きたくてしている時は、別室に行

かせたりしてしばらくクールダウンさせ、その

気分を助長させないようにしました。「用事が

ある時はやさしくたたいてね。Jr友だちにはや
さしく トントンしてね。J等と言って、彼の手
を取って一緒にやって見せ、それから彼独りで

それができたH寺は、もうそれは大げさに してほ

めるのです(ttG)。

この子どもの障害の度合いは軽度というカテ

ゴリーには入らないかもしれないが、障害をも

っ子どもとのコミュニケーションをどうするか

という点で、この教師の発言は多 くの示唆を与

える。現場教師の発言として、 重みがある。

4 

軽度発達障害の子どもは今後、増え続ける可

能生がある。これは人間の文明が高度になれば

なるほど、また、人間の社会が複雑になればな

るほど、頻繁に起こり、かつ、多量に発生する

現象であると予測される。既に今日においても、

「健常児Jと 「発達障害の子どもjとの境界は
ますます、区分しがたくなっている。ボーダレ

スになりつつあるのである。よって、手足々とし

てはこの問題を深刻に受け止め、その対策を立

てなければならない。

ここでもう 一度、「軽度発達障害の子ども」

の特性を想起してみよう。

第 1に、対人関係において問題があり、人と

関わることを苦手としている。

第2に、コミュニケーションにおいて問題が

あり、相手との意思疎通がうまくいかない。

第3に、想像力において著しく弱い部分があ

る。

こうした特性のある子どもたちの指導を国語

教育の問題として引き受けていかなければなら

ない。読解 ・読書、作文、 音声言語による活動

など、国語教育のあらゆる領域において、スモ

ール ・ステ ップを設けながら順次、系統化し高

度化していく必要がある(tI:7)。

学習指導要領国語科編にある「伝え合う力の

育成jという目標は、本来、こう した 「軽度発

達障害の子ども」をどう救済するかという観点

からも検討されるべきなのである。

私はその昔、「海外から日本に帰ってきた子

どもJ(海外帰国児童生徒)の「言葉の教育」
を基盤にして日本の国語教育を考え直す提言を

したが、今は、 n珪度発達障害の子ども」の
「言葉の教育」を基盤にして日本の国語教育を

捉え直し考え直したいと思っている。この小稿

が多くの方々の議論の出発点となるならば幸い

である(lJ'8)。
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j主

(1)平成20年 (2008)以後、「程度J1重度」とい
う区分づけする言葉をお|し、「発達障害」の

みで統一するという考え方も出現している。

( 2 )分類と特性に関 しては、海老島宏「自閉症 ・

LD'ADHDの医学的側面と医療との連携」を

参照した。 海老島論文は、東京都立 ~IこI[Ij.養護

学校 センター化事業プロジェク トチーム編

WLD， ADHD，高機能自閉症への教育的対応J
(ジアース教育新社 2004年1月)所収。

( 3 )筆者の授業「国語科指導法AJ1国語科指導
法BJ1国語科指導法DJ(いずれも平成20年
度前期開講)の受講生のレポー ト (全212編)

から、事例を収集した。ここに紹介したのは

その一部である。

(4 )以下に紹介するコミュニケーション指導の方

法については、埼玉県及び栃木県の、養護学

校(又は特別支援学校)勤務の教師並びにII蓬

度発達 I~~害の児童生徒を一般クラスで指導し

ている教師40名の聞き取り調査(又は文書巨|

答調査。2008年6月-8月実施)に基づく資

料から筆者がまとめたものである。

( 5 )前出・注 (4)の文書回答の-j;~l 。 回答者は

麻田友紀教諭(栃木県立那須特別支援学校)。

( 6 )前出・注(5 )に同じ。

(7)軽度発達障害の児童生徒に対する国語(日本

語)の指導に関して、 拙稿「統国語教育講説

第12章特別支援教育と国語の学習J(W言認
と教育の研究J第1411時 2008年6月)で一部
言及したことがある。参照していただけたら

幸いで、ある。

(8 )本稿を執筆する上で参考にしたのは、前注

(1)の fLD，ADHD，高機能自閉症への教育

的対応Jのほか、以下の文献である。
特別支援教育士資格認定協会編 ・上野一彦ほ

か監修 『特別支援教育の理論と実践 E指導』

金剛出版 2007年4月

雑誌『児童心理.J NO.864 = 2007年8月号|臨H守

増刊・特別支援教育「成功のカギ」

雑誌 『特別支援教育研究.JNO.602 = 2007年10

月号・特集「特別支援教育一子ども主体の授

業づくり」

雑誌 『特別支援教育研究jNO.604 = 2007年12

月号 ・特集「特別支援教育時代の生活単元学

習、その意義」

雑誌 WLD&ADHD.I6巻 1号 =2008年 1月
号・特集「特別支援教育を支える『支援員』

の養成と活用」

雑誌 『自閉症教育の実践研究.J 24巻 3号=

2008年3月号 ・特集 14段階別によるソーシャ

ルスキルを高める指導」

雑誌 『自 I~~ 症教育の実践研究.1 24巻4号=

2008年5月号 ・特集「応用 ・般化力をつけて

生活力UPリ

[付記]

本稿は、財団法人言語教育振興財団助成金

に基づく研究である。研究課題「自閉症児童

生徒の国語コミュニケーション能力を高める

教材開発」 研究成果の一環である。

(2008年9月18日提出)

(2008年10月17日受理)




